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本
稿
で
は
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
モ
ノ
と
し
て

「
石
炭
」
を
取
り
上
げ
、
石
炭
採
掘
地
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
熱
帯
林
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
石
炭
消

費
地
・
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。「
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
ど
こ
に
石
炭
が
あ
る

の
？
」
と
多
く
の
読
者
が
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
石
炭
は
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
を
下
支
え
し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
実
態
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

２
０
１
６
年
度
、
日
本
の
石
炭
消
費
量
は
２
億
㌧
を

超
え
た
。
石
炭
を
消
費
す
る
主
な
業
種
は
電
気
業
（
消

費
量
１
億
１
１
１
９
万
㌧
）
と

鉄
鋼
業
（
消
費
量
６
５
１
５
万

㌧
）
で
、
両
業
種
を
合
わ
せ
る

と
全
石
炭
消
費
量
の
85
・
２
㌫

に
達
す
る
（
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

２
０
１
８

ａ
）。
電
気
業
で
は
発
電
用
と

し
て
石
炭
を
燃
焼
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
度
末
の
発
電
電
力

の
電
源
構
成
を
見
る
と
、
石
炭

火
力
が
全
体
の
32
・
３
㌫
を
占

め
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
に
次
ぐ

２
番
目
に
重
要
な
電
力
源
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
で
は
、

鉄
鉱
石
か
ら
鉄
分
を
取
り
出
す
た
め
に
コ
ー
ク
ス
が
使

用
さ
れ
る
の
だ
が
、
コ
ー
ク
ス
は
石
炭
を
原
料
と
し
て

い
る
。
コ
ー
ク
ス
な
く
し
て
、
鉄
を
作
り
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
力
と
鉄
。
こ
の
電

力
と
鉄
の
生
産
に
お
い
て
石
炭
が
欠
か
せ
な
い
。
石
炭

は
私
た
ち
の
生
活
を
下
支
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

石
炭
業
界
に
お
け
る
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

世
界
の
石
炭
の
生
産
量
、
消
費
量
、
貿
易
の
実
態
を

確
認
し
な
が
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
徴
を
確

認
し
て
み
よ
う
。
２
０
１
６
年
の
主
要
国
の
石
炭
生
産

量
・
消
費
量
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
石
炭
を
大
量
に
消
費
し
て

い
る
国
は
、
大
量
に
生
産
も
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本

は
石
炭
消
費
量
が
世
界
第
６
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
内
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
99
㌫
を
海
外

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
炭
生

産
量
は
世
界
第
５
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
量
の

約
80
㌫
を
国
外
に
輸
出
し
て
い
る
た
め
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｍ

２
０
１
５
：
61
）、
国
内
消
費
量
は
少
な
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

次
に
世
界
の
石
炭
貿
易
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
。

２
０
１
６
年
の
主
要
国
の
石
炭
輸
出
量
と
輸
入
量
を
み

東
洋
大
学
社
会
学
部
助
教
　
寺
内
大
左

石
炭
が
蝕
む
熱
帯
林
と
大
気
と
人
々
の
生
活

その４

暮らしの
中の熱帯

2016 年の主要国の石炭生産量・消費量（百万 t）

主要生産国 生産量 主要消費国 消費量

中国 3,268 中国 3,643 

インド 712 インド 902 

アメリカ 661 アメリカ 658 

オーストラリア 500 ドイツ 232 

インドネシア 464 ロシア 217 

ロシア 366 日本 187 

南アフリカ 255 南アフリカ 186 

ドイツ 176 ポーランド 135 

ポーランド 131 韓国 135 

カザフスタン 103 オーストラリア 117 

その他 688 その他 1,095 

世界合計 7,324 世界合計 7,506 
注）一般炭、原料炭、褐炭を合わせた値

（出典：IEA (2018: x, VI.15-VI.21）に基づき筆者作成）

2016 年の主要国の石炭輸出量・輸入量（百万 t）

主要輸出国 輸出量 主要輸入国 輸入量

オーストラリア 389 中国 256 

インドネシア 373 インド 194 

ロシア 171 日本 186 

コロンビア 83 韓国 135 

南アフリカ 70 台湾 66 

アメリカ 55 ドイツ 58 

オランダ 35 オランダ 50 

カナダ 30 トルコ 36 

カザフスタン 26 マレーシア 27 

モンゴル 24 ロシア 24 

その他 71 その他 288 

合計 1,327 合計 1,318 
注）一般炭、原料炭、褐炭を合わせた値

（出典：IEA (2018: xiii-xiv）に基づき筆者作成）

2016 年の発電電力の電源構成

石炭 天然ガス 石油等 原子力 水力 新エネル
ギー等注１ 合計

32.3% 42.1% 9.3% 1.7% 7.6% 6.9% 100.0%

注 1）太陽光発電、風力発電、地熱発電、バイオマス燃料発電を含む
（出典：経済産業省資源エネルギー庁（2018b）の「第 214-1-6 発受電電力量の推移」

に基づき筆者作成）
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る
と
、
石
炭
輸
出
量
第
１
位
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、

僅き
ん

差さ

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
続
い
て
い
る
。
２
０
０
５
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
石
炭
輸
出
量
第
１
位
は
、
常
に

こ
の
２
国
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
（
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
25
）。
こ
の
２
国
が
世
界
へ
の
石

炭
供
給
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
世
界

の
石
炭
輸
入
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
経
済
成
長
に
伴

い
自
国
の
石
炭
生
産
で
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
中
国
と
イ
ン
ド
が
１
位
と
２
位
の
座
を
占
め

て
い
る
。
そ
し
て
、第
３
位
に
日
本
が
位
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
実
は
日
本
は
１
９
８
０

年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
世
界
で
最
も
石
炭
を
輸
入
す

る
国
で
あ
っ
た
。
世
界
第
１
位
だ
っ
た
２
０
１
０
年
の

石
炭
輸
入
量
は
１
億
８
６
６
８
万
㌧
。
２
０
１
６
年
の

輸
入
量
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
石
炭
の
大
量
輸
入

は
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
石
炭
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
25
）。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
石
炭
輸
出
大
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
石
炭
輸
入
大

国
・
日
本
と
い
う
特
徴
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
日
本
は
ど
の
国
か
ら
石
炭
を
輸
入
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
１
５
年
の
デ
ー
タ
を
確
認
す

る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
１
億
２
２
４
７
万
㌧

（
全
体
の
約
66
㌫
）、
次

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

３
２
７
８
万
㌧
（
約
18

㌫
）
を
輸
入
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
２
国

か
ら
の
輸
入
量
・
輸
入
比

率
は
２
０
０
５
年
か
ら
大

き
く
変
わ
ら
ず
に
推
移
し

て
い
る
（
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
２
１
５
）。
で
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
ど
こ
へ
石
炭
を
輸
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
２
０
１
５
年
で
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
に
続
い

て
、
日
本
は
第
４
位
の
輸
出
相
手
国
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
は
２
０
０
８
年
ま
で
は
日
本
へ
の
輸
出
量
が
最

も
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
５
年
に
か
け
て
、
日
本
へ
は
毎
年
３
２
０
０
万

～
３
７
０
０
万
㌧
の
石
炭
が
輸
出
さ
れ
て
お
り
（
Ｂ
Ｐ

Ｓ 

２
０
１
８
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
日
本
が
重

要
な
輸
出
相
手
国
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
双
方
に

と
っ
て
重
要
な
石
炭
貿
易
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

こ
こ
で
は
筆
者
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
（
注
１
）。

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
内
陸
部
に
は
豊
か
な
熱
帯
林

が
現
存
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
サ
イ
、
ラ
フ

レ
シ
ア
な
ど
希
少
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
。ま
た
、

熱
帯
林
地
域
で
は
焼や
き

畑は
た

先
住
民
が
様
々
な
形
で
森
林
を

利
用
し
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

焼
畑
民
の
生
活
を
紹
介
し
よ
う
。
焼
畑
民
は
森
を
伐き

り
開
き
、
火
入
れ
を
行
い
、
そ
こ
で
陸
稲
や
野
菜
を
生

産
し
、
自
家
消
費
し
て
い
る
。
焼
畑
跡
地
に
は
何
も
植

え
ず
に
焼
畑
休
閑
林
と
し
て
維
持
し
、
年
数
が
た
っ
て

か
ら
再
度
焼
畑
用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
焼
畑
跡
地
に
ラ
タ
ン
（
籐と
う

）
や
ゴ
ム
ノ
キ
な
ど
の

有
用
樹
を
植
え
て
、樹
園
地
を
造
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

樹
園
地
で
収
穫
さ
れ
た
ラ
タ
ン
や
ゴ
ム
樹
液
は
仲
買
人

に
販
売
さ
れ
、焼
畑
民
の
現
金
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。

老
齢
に
な
っ
た
樹
園
地
は
焼
畑
用
地
と
し
て
再
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
村
か
ら
離
れ
た
上
流
域
に
は
原
生

的
な
森
林
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
沈じ
ん

香こ
う

採
集
や
野

生
動
物
の
狩
猟
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2015 年の日本の石炭輸入先

輸出先 輸入量（千 t） ％

オーストラリア 122,465 66%

インドネシア 32,782 18%

ロシア 14,766 8%

カナダ 8,005 4%

アメリカ 5,341 3%

中国 597 0%

その他 1,204 1%

合計 185,159 100%
注）一般炭、原料炭を合わせた値

（出典：経済産業省資源エネルギー庁（2018a）
の「 第 213-1-21 石 炭 の 輸 入 先（2015 年 度 ）」
に基づき筆者作成）

2015 年のインドネシアの石炭輸出先

輸出先 輸出量（千 t） ％

インド 124,482 34%

中国 72,741 20%

韓国 34,016 9%

日本 32,509 9%

台湾 24,393 7%

タイ 17,865 5%

その他 60,965 17%

合計 366,970 100%
（出典：BPS（2018）に基づき筆者作成）

焼畑民の集落と熱帯林
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東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
で
最
も

石
炭
採
掘
が
盛
ん
な
州
で
も
あ
る
。
２
０
１
４
年
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
炭
生
産
量
は
４
億
５
８
１
０
万
㌧

で
、
そ
の
う
ち
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
か
ら
の
生
産
量
は

２
億
４
６
０
９
万
㌧
。
実
に
全
石
炭
生
産
量
の
54
㌫
が

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ

Ｍ 

２
０
１
５
：
50
）。
石
炭
開
発
に
は
露
天
掘
り
と
坑

内
掘
り
の
２
種
類
が
存
在
す
る
。
露
天
掘
り
と
は
石
炭

層
（
石
炭
か
ら
な
る
地
層
）
の
上
に
あ
る
地
表
・
地
層

を
発
破
で
破
砕
し
、
剥
ぎ
取
り
、
石
炭
を
上
か
ら
採
掘

す
る
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
坑
内
堀
り
は
石
炭
層
ま
で

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
石
炭
層
の
中
へ
人
間
が
入
り
込

ん
で
石
炭
を
採
炭
す
る
方
法
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
石
炭
採
掘
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
露
天
掘
り
で

あ
る
。
こ
の
石
炭
露
天
掘
り
が
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の

熱
帯
林
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

石
炭
露
天
掘
り
に
よ
る
熱
帯
林
へ
の
影
響
は
多
大
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
で
は
木
材
伐
採

や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
な
ど
様
々
な
企
業
に
よ
る
開

発
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
石
炭
開
発
は
史
上
最

悪
の
熱
帯
林
破
壊
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
数
千
か
ら
数
万
㌶
規
模
で
熱
帯
林
を
皆
伐
し
、
地

表
・
地
層
を
剥
ぎ
取
る
か
ら
で
あ
る
。
熱
雨
林
の
消
失

は
地
球
の
環
境
問
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
を
促
進
し
、

生
物
多
様
性
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
も
多
大
で
あ
る
。
採

掘
現
場
で
は
住
民
が
退
去
さ
せ
ら
れ
、
石
炭
開
発
現
場

付
近
で
は
洪
水
や
川
・
大
気
・
土
壌
の
汚
染
に
よ
る
住

民
の
生
活
環
境
の
悪
化
、
健
康
被
害
、
農
地
・
漁
場
・

狩
猟
場
の
破
壊
に
よ
る
生
業
へ
の
悪
影
響
、
外
来
者
の

増
加
に
よ
る
地
元
文
化
の
攪か
く

乱ら
ん

な
ど
の
問
題
が
各
地
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
負
の
影
響
を
考
え

れ
ば
、
森
林
資
源
を
利
用
し
て
生
活
す
る
焼
畑
民
は
石

炭
開
発
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
場
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
筆
者
が
調
査
し
て
い
る
焼
畑
民

の
Ｂ
村
は
石
炭
開
発
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
村
で
は
上
流
の
原
生
的
な
森
林
が
残
る
地
域
で
石

炭
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
石
炭
開
発
計
画
に

対
し
て
Ｂ
村
の
焼
畑
民
が
と
っ
た
行
動
と
は
、
石
炭

開
発
計
画
地
内
に
焼
畑
を
作
り
、
自
分
が
利
用
し
て

い
る
土
地
で
あ
る
と
石
炭
企
業
に
主
張
し
、
土
地
に

対
す
る
補
償
金
を
要
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
民
主
化
・
地

方
分
権
化
が
進
み
、
先
住
民
は
企
業
に
意
見
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
企
業
は
先
住
民
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
補
償
金
額
は
㌶
当
た
り
約

10
万
円
。
Ｂ
村
の
人
々
の
平
均
年
収
が
約
20
万
円
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
額
な
補
償
金
で
あ
る
。

で
は
、
焼
畑
民
は
心
か
ら
石
炭
開
発
を
歓
迎
し
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
補
償

金
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
一
方
で
、
将
来
の
焼
畑

の
た
め
の
原
生
的
森
林
が
減
少
す
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人
も
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
石
炭
開
発
に
反
対

し
、
森
を
残
そ
う
と
い
う
声
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、

反
対
し
て
も
企
業
や
政
府
は
聞
く
耳
を
持
っ
て
く
れ
な

い
と
諦
め
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
上
流
の
原
生
的
森

林
地
域
は
村
か
ら
離
れ
て
い
る
。
焼
畑
民
は
時
々
訪
れ

て
、
沈
香
採
集
や
狩
猟
な
ど
を
行
う
程
度
で
あ
る
。
焼

畑
や
樹
園
地
な
ど
目
に
見
え
る
土
地
利
用
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
、
企
業
・
政
府
の
目
に
は
「
利
用
さ
れ
て
い

な
い
森
」
と
映
っ
て
し
ま
い
、
焼
畑
民
が
「
私
た
ち
の

森
で
開
発
を
す
る
な
」
と
主
張
し
て
も
、
企
業
・
政
府

に
認
め
て
も
ら
え
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
何

も
得
ら
れ
ず
に
原
生
的
森
林
を
開
発
さ
れ
て
し
ま
う
く

ら
い
な
ら
、
焼
畑
を
行
っ
て
、
補
償
金
を
獲
得
し
た
ほ

う
が
ま
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
は
、
た
と
え
焼

畑
や
樹
園
地
を
造
成
し
て
い
な
く
て
も
、
先
住
民
は
伝

統
的
に
利
用
・
管
理
し
て
き
た
森
を
「
慣
習
林
」
と
し

て
、
そ
の
法
的
所
有
権
を
政
府
に
請
求
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
法
律
を
知
っ
て
い

る
先
住
民
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、仮
に
知
っ
て
い
て
も
、

そ
の
承
認
プ
ロ
セ
ス
で
は
厳
し
い
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
権
利
の
取
得
が
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

焼
畑
休
閑
林
や
樹
園
地
が
存
在
す
る
村
周
辺
の
地
域

で
は
、
何
が
あ
っ
て
も
石
炭
開
発
を
受
け
入
れ
な
い
姿

勢
で
い
た
。
こ
の
地
域
は
日
常
的
に
管
理
・
利
用
し
て

い
る
土
地
で
あ
り
、
現
在
の
焼
畑
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
土
地
と
位
置
づ
け
て
い

Ｂ村上流域の石炭露天掘り現場（寺内 2016 より引用）
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た
。
石
炭
開
発
に
よ
っ
て
将
来
の
焼
畑
の
た
め
の
森
林

が
減
少
す
る
中
で
、
村
周
辺
の
焼
畑
休
閑
林
と
樹
園
地

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
電
気
と
鉄
の
消
費
は
東

カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
熱
帯
林
減
少
を
引
き
起
こ
し
、
焼

畑
民
を
困
惑
さ
せ
、
焼
畑
継
続
を
困
難
に
す
る
こ
と
に

間
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

日
本
の
石
炭
消
費
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

日
本
で
最
も
石
炭
を
消
費
し
て
い
る
電
気
業
界
は
、

今
、
激
動
の
さ
な
か
に
あ
る
。
２
０
１
１
年
３
月
の
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
原
子
力

発
電
を
復
活
さ
せ
る
の
か
、
化
石
燃
料
の
火
力
発
電
を

強
化
す
る
の
か
、
ま
た
は
太
陽
光
・
水
力
・
風
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
推
進
す
る
の
か
、
と

い
う
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
を
根
本
か
ら
再
検
討

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本

政
府
が
示
し
た
方
針
は
原
子
力
発
電
の
回
復
と
石
炭

火
力
発
電
所
の
増
設
で
あ
っ
た
。
現
在
、
日
本
に
は

１
０
０
基
以
上
の
石
炭
火
力
発
電
所
が
存
在
す
る
が
、

２
０
１
２
年
以
降
の
わ
ず
か
数
年
で
、
50
基
も
の
石
炭

火
力
発
電
所
の
新
規
増
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
火
力
発
電
所
の
増
設
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
満
た
さ
れ
る
反
面
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
。
一
つ
は
大
気
汚
染
で
あ
る
。
石
炭
火

力
発
電
所
は
、他
の
発
電
所
と
比
較
し
て
硫
黄
酸
化
物
、

窒
素
酸
化
物
、
煤ば
い

塵じ
ん

、
水
銀
な
ど
を
多
く
排
出
し
、
大

気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
石
炭
火
力
発
電
所
の

大
気
汚
染
由
来
の
早
期
死
亡
者
数
（
大
気
汚
染
の
被
害

が
な
け
れ
ば
も
っ
と
長
生
き
し
た
は
ず
の
人
の
数
）
は

年
間
１
１
１
７
人
に
及
び
、
新
規
石
炭
火
力
発
電
所
が

稼
働
す
れ
ば
、
さ
ら
に
１
６
０
０
人
増
加
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、仙
台
、神
戸
、東
京
湾
地
域
（
千

葉
県
と
神
奈
川
県
）
で
は
、
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計

画
に
対
す
る
市
民
の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
問
題
で
あ
る
。
石
炭
火
力
発
電
は
発
電
量

当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
他
の
発
電
方
法
と
比

べ
て
多
い
。
２
０
１
５
年
12
月
、
第
21
回
気
候
変
動
枠

組
条
約
締
約
国
会
議
で
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
今
世
紀
後
半
に
は
地
球
全

体
で
温
室
効
果
ガ
ス
（
主
に
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
世
界
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

日
本
も
正
式
に
パ
リ
協
定
に
参
加
し
、
自
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
石

炭
火
力
発
電
所
の
増
設
計
画
は
パ
リ
協
定
に
逆
行
し
て

お
り
、
世
界
の
「
脱
石
炭
」
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
増
設
さ
れ
れ
ば
自
国
目
標
の
達
成
は
困

難
で
あ
る
と
い
う
声
が
日
本
政
府
内
か
ら
も
あ
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
自
国
の
み
な
ら
ず
、
途
上

国
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
も
支
援
し
て
い
る
。
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
後
ろ
向
き
な
国
に
対

し
て
締
約
国
会
議
の
場
で
「
化
石
賞
」
を
贈
っ
て
い
る

の
だ
が
、
日
本
は
繰
り
返
し
「
化
石
賞
」
を
受
賞
し
て

し
ま
っ
て
い
る
（
注
２
）。

電
力
事
業
者
選
択
は
燃
料
に
も
注
目
を

以
上
の
よ
う
に
、
石
炭
は
日
本
の
電
力
・
鉄
生
産
を

支
え
る
一
方
で
、
採
炭
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
熱
帯

林
を
減
少
さ
せ
、
焼
畑
民
の
焼
畑
継
続
を
困
難
に
し
、

消
費
地
日
本
で
は
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
そ
し

て
、
地
球
規
模
で
は
温
暖
化
を
招
い
て
い
る
。
熱
帯
林

と
大
気
と
人
々
の
生
活
が
蝕む
し
ばま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
日
本
で
は
電
力
小
売
り
全
面
自

由
化
が
始
ま
り
、
私
た
ち
は
電
力
購
入
に
お
い
て
電
気

事
業
者
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
論
考
を

読
ん
だ
読
者
に
は
価
格
の
み
な
ら
ず
、
是
非
、
発
電
燃

料
に
も
注
目
し
て
、
電
力
事
業
者
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
（
注
３
）。

注
１　
「
石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」
は
寺
内
（
２
０
１
６
）
に

基
づ
き
執
筆
し
た

注
２　
「
日
本
の
石
炭
消
費
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」
は
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編
（
２
０
１
８
）
に
基
づ
き
執
筆
し
た

注
３　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
さ
れ
る
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
に
パ
ー
ム
油
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
パ
ー
ム

油
生
産
の
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
帯
林
が
破
壊
さ
れ
、
焼
畑
民
の
生
活
を

脅
か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
る
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